
湖南市防災士連絡会 令和 6 年度 第 1 回幹事会議事録 

 

1. 開催日時 

令和 6 年 7 月 25 日（木）19：00～20：40 

2. 開催場所 

サンライフ甲西 2F 大会議室 

3. 出席者 

16 名 

4. 議事概要 
4.1 会⾧挨拶 

 ・5 月 19 日の総会で本年度の活動計画が承認され、各委員会では具体的な計画を検討され、その活動 

を進めてもらっているが、今日は各委員会からこれらの内容について報告をしていただき、幹事全体 

で共有したい。また、各幹事の皆さまからの意見交換なども活発にしていただきたい。 

 ・本日の幹事会ではスキルアップ委員会からロープワークの講習もしていただく。幹事の皆さんが自分の 

区でも今日習われたロープワークの技を広めていただけたらありがたい。 
4.2 事業執行委員会からの報告 

4.2.1 スキルアップ委員会 

 （1）スキルアップ研修 

①風水害出前講座 

・7 月 14 日（日）サンヒルズ甲西で実施した。 

・参加者 27 名、講師：危機管理・防災課 米津課⾧ 

・内容：いつ動く！？自主防災組織版タイムライン作成ワークショップ 

   ②訓練計画作成ワークショップ（仮称） 

   ・9 月 1 日（日）サンライフ甲西で実施予定 

   ・講師：スキルアップ委員会 今村副委員⾧ 

   ・内容：各種防災訓練について委員会からお願いした区の幹事等に事例報告をしていただき、その後報告

者ごとのグループに分かれ参加者と質疑応答を行い、今後の訓練内容の向上を図る。 

（2）スキルアップ技能研修 

① -1 消防署による普通救命講習 

・10 月 6 日（日）サンライフ甲西で実施予定 

・参加人数は防災士連絡会会員 先着 20 名 

・参加申込みの流れ： 

8/初旬案内発出→8/28 までに受講申込書を危機管理・防災課に提出→9/7 以降に申込者は事前に 

e ラーニングを受講し、修了証取得→9/23 までに e ラーニング修了証を危機管理・防災課に提出 

① -2 応急手当普及員による実技講習 

・11 月中旬以降に実施予定 

② ロープワーク講習 

   ・7 月 25 日幹事会で実施した。 

   ・内容：ブルーシートをタープとして設営する場合の結び方（もやい結び、自在結び） 

 



4.2.2 環境整備委員会 

 （1）区の防災組織への防災士参画強化について 

   ・区の防災組織の中で位置づけが決まっていない防災士に対し、防災組織への参画を委員会として支援 

    したく、幹事へ支援希望の呼びかけがあった。 

 （2）防災士増強のためのサポートについて 

   ・防災士資格取得特例として研修、試験等の免除があることが紹介された。 

    免除対象例：警部補以上の警察官（退職者含む）、消防士⾧以上の消防吏員（退職者含む）、 

          分団⾧以上の消防団員（退職者含む） 

   ・区民の方で防災士に興味をお持ちの方がいらっしゃったら推薦者である区⾧への推薦働きかけの呼びか 

けが各幹事にあった。 

  【質疑・意見等】 

   ・防災士研修・試験等免除者の区への推薦は、現役者より退職者の方が活動する上で望ましいのではない 

    か。 

   →警察、消防関係者の退職者の推薦をしていただければ良いと考える。（委員⾧） 

   ・防災士の少ない区への推薦の働きかけが必要ではないか。また、以前はサンライフ甲西など地元で防災 

士資格取得のための研修が受けられたが、最近は大津市や彦根市で受講しなければならず、防災士な 

り手不足のひとつの要因になっているのではないか。 

   →防災士の人数が少ない区へはピンポイントで推薦のお願いをする。また、防災士育成のための講習会場 

の件は、ある程度の大人数の受講者数が確保出来ないと講師の派遣が要請できないため、現状では、県 

全体で実施されている大津市又は彦根市での受講をお願いしている。（危機管理・防災課） 

（3）活動報告会の運営方法について 

  ・昨年度のように大ホールを使用せず、サンライフ甲西を使用して活動報告会を開催する。実施時期は 

   来年の 1 月か 2 月を予定し、内容については今後協議していく。 

4.2.3 情報提供委員会 

   ・各区幹事への会報配布郵便に「防災士ライングループ作成のお願い」文書を同封・配布し、各幹事に 
は、各区内防災士でライングループの作成を依頼中。 

・次回の幹事会ではこれらライングループ作成状況を報告予定。 
【質疑・意見等】 
   ・ライングループには、運営グループ、学区グループ、区グループの 3 階層あるが、これらの階層で 
   どのようにリンクをするのか。 

   →今のところ区グループメンバーへの連絡は、運営グループ、学区グループへと順番に情報を伝達して 
もらう事を考えている。ライングループの作成では、特に区グループ内での情報伝達・交換での活発 
な活用をねらっている。（委員⾧） 

   ・自区では、区防災チームメンバー、防災士によるライングループがすでに出来ているが、区ライング 
ループとしてこのまま使って良いか。 

   →区ライングループは、区の防災士だけでなく、区⾧や地区防災チームメンバーの皆さんで構成して活 
用していただきたい。（委員⾧） 

4.2.4 情報共有委員会 
（1）引き続き防災士連絡会ホームページの活用を充実していきたく、各委員会へはタイムリーな記事の掲載 

していただくよう協力をお願いしたい。 

 （2）今後はホームページ以外の情報伝達ツール（例えばライン公式アカウントの取得による利用等）も検討し 

   ていきたい。 

 （3）会報は今年度も 2 回発行予定であるが、掲載記事は、テーマを絞り深掘りしたものを検討していきたい。 

 

   



4.3 湖南市危機管理・防災課からの連絡 

 （1）地区防災計画策定アドバイザー育成に関する参加者の推薦について 

  ・滋賀県では、地区防災計画策定を推進するため、アドバイザー育成研修会が実施されている。 

・現在、湖南市 43 区中 23 区で地区防災計画が市へ提出されているが、地区防災計画策定区をさらに増やす 

ためにも防災士連絡会会員に研修会への参加者を募りたい。 

  ・研修会は 4 回、募集締切り：令和 6 年 7 月 31 日（水） 

 （2）令和 6 年度防災士育成講座の開催について 

  ・滋賀県による防災士育成のための講座開催の案内を各区⾧に配布し、8 月 21 日を締切日として受講者 

の推薦を依頼している。 

  ・開催日日程 A：令和 6 年 11 月 30 日（土）、12 月 1 日（日） 開催場所 滋賀県庁新館 7 階 

   又は 日程 B：令和 7 年 1 月 18 日（土）、1 月 19 日（日） 開催場所 彦根市聖泉大学本館 

   のいずれかで受講 

  ・各幹事からも防災士に適任と思われる方を区⾧と相談し、推薦してほしい。 

  →各幹事にも区⾧配布資料を示し、その内容を把握してもらった上で、推薦者の検討、区⾧への推薦をお願 

いするメールを配信する。（会⾧、危機管理・防災課） 

 （3）防災士会員の任期について 

  ・高齢の防災士連絡会会員から「防災士の定年はないのか？」との問合せがあった。 

  ・防災士に定年はないが、高齢等で会員活動の継続が難しい方への対応について防災士連絡会として検討を    

お願いしたい。 

 （4）令和 6 年度瑞浪市総合防災訓練（防災フェア）見学について 

・湖南市からブースを出展する。 
・上記防災フェアへの参加希望者の募集は、本議事録を各幹事に配布する事により下記の要領で行う。 

                 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

4.4 ロープワーク講習 

 ブルーシートをタープとして設営する場合のロープの結び方（もやい結び、自在結び）を幹事会出席者各々に

ロープ 1 本を渡し、スキルアップ委員会メンバーの補助のもと実技講習を行った。 

 

5. 次回（第 2 回））幹事会予定 

令和 6 年 9 月 19 日（木）19 時～ （サンライフ甲西 2F 大会議室） 

 

                                   以上 

記 

1.日時：令和 6 年 9 月 21 日（土）9：00～12：30 

2.場所：岐阜県瑞浪市民公園・瑞浪市民体育館 

3.参加申込方法：各委員⾧にメール又はラインで申し込む 

4.申込み締め切：令和 6 年 8 月 20 日（火） 

5.参加方法・費用：参加者同士車で乗り合わせ、参加費用（高速代、ガソリン代）は 
防災士連絡会予算から充当する。 

※参加人数は 8 月 21 日に会⾧より各委員⾧に連絡し、集約する。 


